
 

～
『脱
水
汚
泥
肥
料
』の
有
効
利
用
～ 

 

今
回
は
、
奄
美
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
出

さ
れ
る
『
脱
水
汚
泥
肥
料
』
を
長
年
利
用

さ
れ
て
い
る
山
下
農
園
（
山
下
忠
義
代
表
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

Ｑ
山
下
さ
ん
の
経
歴
に
つ
い
て 

Ａ
笠
利
町
喜
瀬
出
身
で
現
在
73

歳
。
平
成

２
年
に
脱
サ
ラ
し
て
、
以
前
か
ら
趣
味
（
花

き
類
）
も
あ
っ
て
、
観
葉
植
物
農
家
へ
。 

 

Ｑ
農
業
の
形
態
は
？ 

Ａ
観
葉
植
物
一
筋
で
や
っ
て
い
ま
す
。
種

類
は
「
ブ
ラ
ッ
サ
イ
ヤ
、
ゴ
ム
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
、
コ
ン
シ
ン
ネ
等
」、
11

～
13

種
類
。

笠
利
・
龍
郷
で
８
町
歩
（
８
ha

）
の
畑
で

栽
培
し
て
い
ま
す
（
取
材
し
た
ブ
ラ
ッ
サ

イ
ヤ
畑
は
３
反
で
５
千
本
）。 

 

Ｑ
『
脱
水
汚
泥
肥
料
』
の
利
用
に
つ
い
て 

Ａ
平
成
２
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
（
正
月
等
を

除
く
）
脱
水
汚
泥
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

１
日
１
～
２
往
復
で
年
間
１
千
ト
ン
前
後

で
す
。『
タ
ダ
』
で
い
た
だ
け
る
の
で
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
化
学
肥
料
は
幼

木
の
時
だ
け
（
人
間
に
す
る
点
滴
み
た
い

な
も
の
）
。
後
は
こ
の
『
脱
水
汚
泥
肥
料
』

だ
け
で
十
分
。 

 

『
脱
水
汚
泥
肥
料
』
の
効
果
と
し
て
は
、

化
学
肥
料
を
使
っ
た
場
合
と
比
べ
て
『
葉

の
色
が
良
い
。
根
が
固
く
な
い
』
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
（
脱
水
汚

泥
肥
料
の
効
果
も
伴
っ
て
）
で
、
う
ち
（
山

下
農
園
）
の
植
物
は
、
モ
ノ
（
品
質
）
が

良
い
と
の
評
判
を
受
け
て
い
ま
す
（
畑
に

あ
る
時
点
で
買
い
手
予
約
済
、
手
掘
り
で

丁
寧
に
出
荷
、
葉
の
色
も
良
い
）
。 

 

こ
の
お
よ
そ
３
０
年
の
間
、
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
名
瀬
の
処
理
場
に
は
足

を
向
け
て
寝
れ
な
い
ぐ
ら
い
（
笑
）
。 

 

「
過
去
、
こ
の
『
脱
水
汚
泥
肥
料
』
は

利
用
者
も
多
く
、「
獲
り
合
い
」
の
状
況
で

し
た
。
午
後
１
時
受
付
だ
っ
た
の
で
、
時

間
に
合
わ
せ
て
電
話
し
て
予
約
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
利
用
者
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
、
も
っ
た
い
な
い
感
じ
も

し
ま
す
。 

 

私
の
話
が
Ｐ
Ｒ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思

う
反
面
、
利
用
者
が
増
え
す
ぎ
た
ら
（
笑
）

…
。 

山
下
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

山下忠義代表山下忠義代表山下忠義代表山下忠義代表とブラッサイヤとブラッサイヤとブラッサイヤとブラッサイヤ農園農園農園農園（（（（3333 年年年年でででで出荷出荷出荷出荷））））    

そのままでもそのままでもそのままでもそのままでも天日乾燥天日乾燥天日乾燥天日乾燥するがするがするがするが、、、、

『『『『脱水汚泥肥料脱水汚泥肥料脱水汚泥肥料脱水汚泥肥料』』』』をををを畑畑畑畑のののの土土土土とととと馴馴馴馴

染染染染ませてませてませてませて利用利用利用利用    


